
医療法人 耕仁会

介護老人保健施設 セージュ山の手

介護福祉士 原田 円香

～リスクリストで事故予防～



事故・ひやりハット報告書から、要因
分析を行い、事故の再発防止に努めて
きた。

リスクに対し職員間の把握不足や新入
職員への不十分な教育により、同じ事
故の繰り返しや職員の対応が原因によ
る事故も多い為、リスクリスト集を作
成し、その経過から導入までの取り組
みを報告する。



< 期 間 > 平成２６年１月より

９か月間

< 協力者 > 介護福祉士６名



①リスクマネジメントの指針

③事故報告書・会議記録マニュアル

②過去の事故データ

④事故要因のリスト

⑤センサーコールマニュアル

⑥危険予知トレーニング



・最初の段階で、意義・必要性・視点
等を理解し・・・

当施設のリスクをスムーズに理解す
る事が出来る。



・過去３年間の事故の統計
（事故内容・場所・時間等）

転倒・転落
事故

認知症利用者

ケア側の要因



・利用者の基本情報や事故内容を分
かりやすく記録し、事故分析方法
や分析に必要な情報を理解する事
が出来る。



利用者側

ケア側 環 境

食堂・居室・浴室・談話室・廊下
等、実際の現場に立った時に目に
する環境のエリア分けにした。



・認知症利用者の生活における行動
把握と、更に行動の裏にある思いを
理解し、行動の予測と危険を未然に
防ぐ事が出来る。



食 堂

職員が描いた介護現場や
生活状況のイラストを活用。

危険な箇所を予測する
トレーニングが行える。



職員研修会で内容の説明講義と
リスト集を各フロアに設置。
現場の職員に意見を聞いた。



・理解出来ない部分や、現場での活
用方法・リストの改善点と継続・更新
方法について

・育成資料や事故要因の振り返りに
活用。

・文字が多くわかりずらい。
・現場の職員によるデータの更新と
管理職が状況に合せた活用指導。

イラストを入れた分かりやすい
内容に変更



実際に働いている現場のイラストを
使用する事でイメージしやすく、危
険な場所や利用者の行動を理解しや
すかった。
今後は危険予測をしながら業務に当
たる事が出来る。



・過去の事故要因の振り返りと
分析を行い、職員間でリスク
の共有が出来た。

新入職員に対する育成資料や、
定期的にリスクリスト集を活
用した内部研修で、リスクの
振り返りを行っていきたい。



・今後も今回の取り組みを継
続していく事で・・・

安心・安全
な生活




